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当研究室では、慢性腎臓病の進行を予知する新しいバイオ
マーカーの開発と新規治療薬の創出を目指した研究や、透明化
技術と3次元再構成を用いた新しい腎組織の評価法の検討を行っ
ています。臨床研究では、慢性腎臓病の患者教育やリハビリテー
ションの効果、透析患者さんの診療補助システムの開発をAI医学
教室と共同で研究を行っています。 腎臓以外にも遺伝性血管性
浮腫という疾患の基礎・臨床研究を行っています。

ここに記載した他にも，いろいろな研究領域があります
・オートファジー関連の研究
・腎不全患者の腸内細菌叢の研究
・患者教育・リハビリテーション）に関する研究
・遺伝性血管性浮腫の基礎と臨床

腎不全の進行を抑制する薬剤の開発を目標としています！

3

患者の状態

を把握する

22

基本情報

を知る

1 : 基本情報：？？？

23

筋肉量・脂肪の

増減を評価する

56

自覚症状

を聞く

労作時息切れ
起坐呼吸
帰宅後倦怠感
めまい
ふらつき
筋痙攣

73

呼吸苦の有無

を確認する

74

酸素飽和度

を測る

パルスオキシメーター

57

呼吸状態を

確認する

58

筋痙攣の

有無を知る

DMがきつい
除水速度が大きすぎる

61

胸部X線画像

を撮影する

週初めの透析前
透析後

59

心胸郭比を

計算する

補助的に用いる
前値からの変化
で判断する

76

胸部X線画像

を撮影する

週初めの透析前
透析後

62

肺鬱血の

有無を知る

重要

78

胸部X線画像

を撮影する

週初めの透析前

63

胸水の有無

を知る

重要

82

家庭血圧を

記録してもらう

80

家庭血圧

を知る

83

透析前後の

血圧を知る

86

少なくとも

1時間おきに

血圧を測る

84

透析中の

血圧変化

を知る

89

薬の種類と

量を確認する

90

薬の飲み忘れ

がないか聞く

87

降圧薬・昇圧訳

の内服状況を

確認する

64

血圧を評価

する

重要

65

浮腫の有無

を知る

重要

92

透析前後の

アルブミンの

値を比較する

93

ΔBV％の

推移を知る

コンソールの
モニターに
表示される

96

透析前後の体重

と総蛋白濃度の

値から計算する

94

PWIを計算

する

66

血液濃縮の

程度を知る

補助的に用いる

98

血液検査する

透析後

67

hANPを

知る

補助的に用いる
前値からの変化
で判断する
至適範囲は40～60pg/ml

100

血液検査する

週初めの透析前

68

BNPを

知る

補助的に用いる
前値からの変化
で判断する

102

腹部エコー検査

をする

69

IVC径と

呼吸変動

を知る

104

心エコー検査

をする

透析後

70

右心系の圧負荷

の有無を知る

右房右室の拡大
三尖弁逆流
肺動脈圧

106

体液量が過剰と

判断する

（以下を総合的に判断）
起坐呼吸がある
呼吸状態が悪い（頻呼吸、低SpO2）
心胸郭比が増加（＞5～8％）
肺鬱血がある
胸水がある
浮腫がある
血圧が高い（来院時、透析中）
血液濃縮がない（PWI＜2、BV＜数％）
IVC径が大きい（＞11mm）
IVCの呼吸変動が小さい（＜40％）
右心系の圧負荷所見がある

174

体液量が不足と

判断する

（以下を総合的に判断）
帰宅後倦怠感がある
めまい・ふらつきがある
筋痙攣がある
血圧が低い（来院時、透析中、帰宅後）
血液濃縮が強い（PWI＞4、BV＞10％）
IVC径が小さい（＜8mm）
IVCの呼吸変動が大きい（＞75％）

71

体液量の多寡

を見積もる

24

体液量を

評価する

25

ドライウェイト

を調整する

20

ドライウェイト

を決める

6

ドライウェイト

を確認する

7

パラメータ

を計算する

8

除水する

9

最終的な除水量と

除水誤差を

確認する

透析終了後

1 : 誤差が大きいと正しい量の除水が
行われていないことになる

5

専門医に聞く

異常状態

1

除水量を

決める

緊急時と初回時は書かない

・AIによる血液透析支援システムの開発

ポドサイトスリット膜関連の研究

糸球体足突起に発現するデンドリン
の核移行抑制が腎臓病進行を遅らせ
ることを発見！

腎組織の透明化
の研究

組織を透明化し染色
を行う事で糸球体を
3次元で構成できる

透明化を使用した新
しい腎生検診断法を

開発中！

PNAS Nexusに掲載されました（2024）

ポドサイトの蛋白分解に
関する研究

アメリカ腎臓学会誌（IF16.8）に掲載され
ました（2021）

アメリカ腎臓学会誌（IF16.8）に
掲載されました（2023）

腎臓病に興味のある方は気軽に
ご連絡ください！

BMC Nephrologyに掲載されました
（2023）

透析診療を補助する
システムの開発を
目指しています！
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